
チャレンジ！
男女が輝く職場づくり
～安城市男女共同参画情報パンフレット～

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

安
城
市
の
職
場
の
現
状
や
男
女
の
働
き
方
の
状
況
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

各
企
業
に
お
い
て
、
女
性
活
躍
の
推
進
や
、

男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
改
革
を

推
進
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

平成 30（2018）年3月
安城市
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統
計
デ
ー
タ
か
ら
み
る
安
城
市
の
職
場
の
状
況

1
A N J O 
C I T Y

（
１
）安
城
市
の
産
業
構
造
の
状
況

正規の職員・従業員
労働者派遣事業所の派遣社員
パート・アルバイト・その他

100％

2010

0％ 25％ 50％ 75％

2015

2015

2010

男
性

女
性

86.0

84.3

42.5

42.9 52.7

53.3

11.4

10.83.2

4.4

4.2

4.4

2000

2015

2005

2010

90％　　

60％　　

30％　　

0％　　
15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65歳
以上

働
く
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

製
造
業
な
ど
の
第
２
次
産
業
へ
の

女
性
の
参
画
や
、
働
き
方
の
状
況
は

大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■安城市の男女別産業分類別就業者数の割合　

■安城市の男女別雇用者の雇用形態別の割合 ■安城市の女性の
　労働力率の推移

資料：国勢調査結果より作成

資料：国勢調査結果より作成 資料：国勢調査結果より作成

第1次産業 第2次産業 第3次産業

2005

0％

2.7

2.2

55.0 42.3

41.3

67.2

56.5

28.5

24.5 72.4

4.2

3.0

25％ 50％ 75％ 100％

2015

2015

2005

男
性

女
性

女性では第2次産
業の就業者の割合
が減少し、第3次
産業の割合が増加

男女ともに、
働き方に大き
な変化はない

Ｍ字カーブの
谷部分が浅く
なっている

●
安
城
市
の
産
業
分
類
別
の
就
業
者
数
の
割
合
を
男

女
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
建
設
業
、
製
造
業
な

ど
を
含
む
第
２
次
産
業
が
、
女
性
で
は
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
含
む
第
３
次
産
業
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
10
年
間
の
比
較
で
は
、
女
性
は
第
2

次
産
業
の
割
合
が
減
少
し
、
第
３
次
産
業
の
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
男
女
別
の
雇
用
者
の
雇
用
形
態
の
状
況
を
み
る

と
、
女
性
で
は
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
そ
の
他
」

が
多
く
な
っ
て
お
り
、5
年
前
の
2
0
1
0
年（
平

成
22
年
）
と
比
較
し
て
も
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
本
市
の
女
性
の
年
齢
階
級
別
の
労
働
力
率
を
み
る

と
、
30
歳
代
前
半
に
大
き
く
下
が
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ

を
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
谷
は
経
年
で
み
て
浅

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
結
婚
や
出
産
な
ど
を
経

て
も
継
続
し
て
働
く
女
性
が
増
え
た
こ
と
や
、
未

婚
者
の
増
加
、
結
婚
や
出
産
年
齢
の
高
齢
化
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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（
２
）結
婚
・
出
産
後
の
女
性
の
労
働
の
状
況
に
つ
い
て

子
育
て
中
で
も

働
き
続
け
る
女
性
が
増
え
て
お
り
、

低
年
齢
児
の
保
育
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
安
城
市
の
女
性
の
有
配
偶
者
（
届
出
の
有
無
に
関

係
な
く
、
夫
の
あ
る
人
）
の
労
働
力
率
を
経
年
で

み
る
と
、
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
で
労
働
力
率
が
高

ま
っ
て
お
り
、
結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
る
女
性
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
安
城
市
の
保
育
所
の
入
所
児
童
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の
10
年
間
で
０
〜
２
歳
の
低

年
齢
児
の
入
所
が
約
２
倍
近
く
に
増
え
て
お
り
、

子
育
て
中
で
も
働
く
女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

●
安
城
市
の
子
育
て
中
の
母
親
の
就
労
状
況
は
、
子

ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
「
就
労
し
て
い
な
い
」
割

合
が
最
も
高
く
な
り
、
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
て
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
し
て
就

労
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
年
齢

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

0％

28.2

25.6

27.6

19.2

26.8

27.5

20.1

20.4

21.1

19.5

22.9

21.2

10.4

17.4

26.8

33.0

39.7

38.0

45.5

50.5

49.8

54.1

48.1

52.4

59.7

54.1

44.1

45.8

31.1

32.7

31.2

26.7

27.8

24.3

25.7

23.6

1.6

2.9

1.6

2.0

2.4

1.8

3.2

2.4

1.3

2.2

3.3

2.8

25％ 50％ 75％ 100％

フルタイム パート・アルバイト 就労していない 不明・無回答

2005 2015

30％　　

60％　　

0％　　
15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65歳
以上

4,000人

3,000人

2,000人

1,000人

0人
644605

2,6132,6212,656

808748671

2,6362,5882,602

1,074987898851

2,623

1,127

2,6902,6122,648

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28H20

0～2歳 3歳以上

■安城市の女性の有配偶者の労働力率の推移 ■安城市の
　保育所入所児童数の推移

■安城市の就学前児童・小学生の保護者（母親）の就労状況

資料：国勢調査結果より作成 資料：’16 安城の統計

資料：安城市の子ども・子育てに関するア
ンケート調査（2013 年（平成 25年）実施）
※「フルタイム」「パート・アルバイト」には、
それぞれ産休・育休中の人を含む

※「就労していない」には、これまで就労
したことがない人も含む

0～2歳児の
保育所入所が
10年で約2倍に

子どもの年齢が
上がるにつれて

「パート・アルバイト」
の割合が増加

20代後半から
30代前半の
労働力率が上昇
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企
業
や
市
民
の
意
識
と
実
態

2
A N J O 
C I T Y

（
１
）女
性
の
活
躍
の
状
況

大
企
業
を
中
心
に
、

女
性
従
業
員
、
女
性
管
理
職
と
も
に
、

今
後
増
え
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

●
企
業
調
査
に
お
い
て
、
今
後
、
女
性
従
業
員
の
数

を
増
や
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
１
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
27
・
３
％
が
、

１
０
０
人
以
上
の
企
業
で
は
43
・
８
％
が
「
増
や

し
て
い
く
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
企
業
調
査
に
お
い
て
、
今
後
、
女
性
を
管
理
職

に
登
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
１
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
43
・
９
％
が
、

１
０
０
人
以
上
の
企
業
で
は
62
・
５
％
が
「
積
極

的
に
登
用
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
高
校
生
調
査
に
お
い
て
将
来
、
就
職
先
で
ど
の
く

ら
い
ま
で
昇
進
し
た
い
と
思
う
か
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、「
が
ん
ば
っ
て
で
き
る
だ
け
昇
進
し
た
い
」「
で

き
れ
ば
昇
進
し
た
い
」
と
い
っ
た
、
昇
進
に
前
向

き
な
回
答
が
あ
わ
せ
て
女
性
で
84
・
４
％
、
男
性

で
89
・
９
％
み
ら
れ
ま
す
。

■今後の女性従業員の数について（企業調査）

■将来、就職先でどのくらいまで昇進したいか（高校生調査）

■今後、女性を積極的に管理職に登用しようと思うか（企業調査）

100人未満（N=198）

100人以上（N=32）

0％

27.3

43.8

69.7

53.1

2.5

0.0 3.1

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

増やしていく 変わらない 減らしていく 不明・無回答

0.5

100人未満（N=198）

100人以上（N=32）

0％

43.9

62.5

50.5 5.6

3.134.4

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

積極的に登用していきたい 特に増やしていく考えはない 不明・無回答

女性（N=173）

男性（N=79）

0％

41.6

57.0

42.8

32.9

9.8 0.65.2

0.05.1 5.1

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

できれば昇進したいがんばってできるだけ昇進したい

昇進しなくてもよい わからない 

不明・無回答

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
、
市
民
、
企
業
、
高
校
生
な
ど
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

従業員規模100人
以上の企業では
約6割が女性の管理
職登用に積極的

昇進に積極的な
高校生の割合
は、女子生徒で
8割以上
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（
２
）育
児
休
業
等
の
取
得
の
状
況

（
３
）仕
事
と
家
庭
生
活
等
の
両
立
の
状
況

働
く
女
性
の
多
く
は
、

育
児
休
業
等
を
取
得
し
て

働
き
続
け
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

男
性
で
は
ま
だ
取
得
す
る
人
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
「
職
場
の
雰
囲
気
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

共
働
き
、
片
働
き
に
関
わ
ら
ず
、

女
性
の
家
事
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
企
業
調
査
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
１
年
間
の
育

児
休
業
の
取
得
状
況
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
女
性

従
業
員
で
97
・
９
％
と
、
ほ
と
ん
ど
が
取
得
し
て

い
る
状
況
で
す
。

●
男
性
の
育
児
休
業
等
の
取
得
は
４
・
５
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
民
調
査
に
よ
る
と
、
育
児
休

業
等
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
男

女
と
も
に「
職
場
に
休
め
る
雰
囲
気
が
な
い
か
ら
」

が
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
男
性
で
６
割
を

超
え
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
日
の
平
均
的
な
家
事
時
間
に
つ
い
て
は
、
女
性
で

「
３
時
間
以
上
５
時
間
未
満
」、
男
性
で
「
30
分
未
満
」

の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
大
き

な
差
が
み
ら
れ
ま
す
。

●
共
働
き
・
片
働
き
の
状
況
別
で
み
て
も
、
共
働
き
の

女
性
は
「
３
時
間
以
上
５
時
間
未
満
」
が
最
も
高
く

な
り
、
共
働
き
の
男
性
は
「
30
分
未
満
」
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
有
無
に
関
ら
ず
、
家
事

の
負
担
は
女
性
に
多
く
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。まったく関わっていない

30分未満

30分以上1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上5時間未満

5時間以上8時間未満

8時間以上

不明・無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

女性（N=202）
男性（N=145）

1.0

0.5

1.5

10.9

24.8

25.2

18.3

15.3

2.5

4.1

1.4

0.7

2.1

15.2

33.8

28.3

7.6

6.9

■平成27年度1年間の育児休業取得率（企業調査）

■育児休業等を取得できなかった理由（市民調査）

■共働きの家庭の平均的な家事時間（市民調査）

女性従業員（N=192）

男性従業員（N=377）

0％

4.5

2.1

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

育児休業を取得した 育児休業を取得しなかった

97.9

95.5

生計が成り立たなくなる（経済的に苦しくなる）から

職場に休める雰囲気がないから

休みをとると、昇進に影響するから

自分の仕事には代わりの人がいないから

一度休むと元の職場には戻れないから

法制度が整っていなかったから

その他

不明・無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

女性（N=70）
男性（N=52）

12.9

51.4

2.9

25.7

12.9

35.7

14.3

4.3

21.2

67.3

17.3

26.9

3.8

36.5

5.8

1.9

共働きであっても、
女性は1日2時間以
上家事を行う人が

8割以上

「職場の雰囲気」
が育児休業等の
取得を阻む最も
大きな理由

女性の取得率は
100％に近いが、
男性は5％に
満たない
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「
第
4
次
安
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
概
要

3
A N J O 
C I T Y

●
女
性
の
活
躍
と
あ
わ
せ
て
男
性
の
家
庭
参
画
を
進
め
る
こ
と
で
、
男
女
が
家
庭
内
の
役
割
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
職
場
で
活
躍
し
た
い
人
、家
事
や
育
児
・
介
護
等
の
家
庭
生
活
に
専
念
し
た
い
と
思
う
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
。

●
誰
も
が
そ
の
生
き
方
を
否
定
さ
れ
ず
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
。

❶
プ
ラ
ン
の
期
間

２
０
１
８
年
度
（
平
成
30
年
度
）
か
ら
２
０
２
３

年
度
ま
で
の
６
年
間

❷
プ
ラ
ン
の
位
置
付
け

　

次
の
法
律
・
条
令
に
基
づ
く
計
画

　

一
人
ひ
と
り
の
様
々
な
「
豊
か
さ
」「
幸
せ
」
を

追
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
プ
ラ
ン
に
お

い
て
は
、
女
性
活
躍
に
加
え
て
、
多
様
な
選
択
を
可

能
と
す
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
の
よ
う
な
視

点
を
持
っ
て
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

安城市が目指す
男女共同参画の姿 男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

❶
プ
ラ
ン
の
最
終
目
標
（
目
指
す
姿
）

❸
重
点
項
目

❷
プ
ラ
ン
で
重
視
す
る
視
点

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」第

十
四
条
第
3
項

「
安
城
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

第
10
条
第
１
項

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

第
二
条
の
三
第
３
項

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」

第
六
条
の
二

※
本
プ
ラ
ン
の
一
部

※
本
プ
ラ
ン
の
一
部

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た

取
組
の
強
化

働
き
方
の
改
革
も
踏
ま
え
た
男
性
の

家
庭
参
画
の
促
進

児
童
・
生
徒
な
ど
の
若
い
世
代
に

向
け
た
働
き
か
け
の
充
実

町
内
会
等
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

人
権
を
尊
重
し
、
人
々
の
多
様
性
を

包
含
す
る
社
会
づ
く
り

（
１
）プ
ラ
ン
の
基
本
事
項

（
２
）プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方

重点
Ⅰ　

重点
Ⅱ

重点
Ⅲ

重点
Ⅳ

重点
Ⅴ

安
城
市
で
は
、
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
３
月
に
、「
第
４
次
安
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
取
組
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
一
部
は
、「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
く
安
城
市
の
「
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
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若
年
者
へ
の

男
女
平
等
意
識
の
定
着

【
４
次
プ
ラ
ン
か
ら
の
新
規
】

基本目標
❶　

基本目標
❷

男
女
平
等
意
識
の
促
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
践

男
女
の
自
立
と

共
生
・
参
画
を
進
め
る

環
境
の
整
備

人
権
の
尊
重
と
D
V
の
根
絶

　

本
プ
ラ
ン
は
、
次
の
目
標
に
沿
っ
て
施
策
・
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
、
職
場
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い

て
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
情
報
発
信
や
啓
発
を
通
じ
て
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
の
解
消
と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

　

政
策
・
方
針
決
定
過
程
や
管
理
的
地
位
に
つ
く
女

性
の
増
加
に
向
け
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
職
業
生
活
に
お

け
る
女
性
活
躍
の
促
進
と
あ
わ
せ
て
、
男
女
が
と
も

に
家
庭
的
責
任
を
担
う
と
と
も
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
実
現
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
活
動
や
市
民
活
動
、
防
犯
・
防
災
活
動
に
お

い
て
男
女
共
同
参
画
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
取
組

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
男
女
の
心
身
の
健
康
づ
く
り

　

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
し

て
い
く
た
め
、
人
権
尊
重
に
関
す
る
啓
発
や
あ
ら
ゆ

る
人
権
侵
害
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
D
V
の
防
止
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
を

行
う
こ
と
で
、
D
V
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
早
期
段
階
で
相
談

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
っ

た
場
合
の
自
立
支
援
や
二
次
被
害
の
防
止
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
い
世
代
に
男
女
共

同
参
画
の
意
識
が
根
付
く
よ
う
、
学
校
等
を
通
じ
て

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機

会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

（
１
）
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
展
開

（
２
）
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供

（
１
）
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
へ
の
支
援

（
２
）
職
場
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進

（
３
）
家
事
や
育
児
・
介
護
等
を
と
も
に
担
う
た
め

の
環
境
の
整
備

（
１
）
地
域
・
市
民
活
動
や
防
災
・
防
犯
分
野
に

　
　  

お
け
る
参
画
促
進

（
２
）
性
差
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
３
）
参
画
を
助
け
る
環
境
の
整
備

（
１
）
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
環
境
の
整
備

（
２
）
D
V
の
啓
発
と
早
期
対
応

（
１
）
学
校
等
に
お
け
る
教
育
機
会
の
充
実

（
２
）
思
い
や
り
、
認
め
合
う
意
識
の
醸
成

（
３
）プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
と
施
策

女性活躍推進に
関する施策を
盛り込んで
います。

や
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

あ
わ
せ
て
男
女
の
自
立
と
共
生
・
参
画
を
助
け
る
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

基本目標
❸

基本目標
❹

基本目標
❺
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や
っ
て
み
よ
う
！
男
女
共
同
参
画
の
第
一
歩

４
A N J O 
C I T Y

男
女
が
輝
く
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
取
組
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
企
業
で
も
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

（
１
）ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
、

職
場
に
お
い
て
「
営
業
職
に
女
性
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
」「
管
理
職
は
男

性
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」
な
ど
の
差

が
男
女
間
に
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う

な
差
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
、
企
業

に
お
け
る
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
取

組
を
い
い
ま
す
。 

　

社
内
の
制
度
上
に
は
男
女
間
で
差

別
的
取
扱
い
は
な
い
の
に
、
固
定
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
な
ど
か
ら
女

性
の
能
力
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い

な
い
場
合
に
行
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
３
年
間
で
女
性
管
理

職
20
%
増
加
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

（
２
）メ
ン
タ
ー
制
度

　

メ
ン
タ
ー
制
度
と
は
、
知
識
や
経

験
を
持
つ
先
輩
社
員
（
メ
ン
タ
ー
）

が
、
後
輩
社
員
に
対
し
て
個
別
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。
働
く
女
性
が

新
し
い
職
域
や
管
理
職
へ
の
昇
進
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
に
、
前
例

が
少
な
い
た
め
に
た
め
ら
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
が
、
メ
ン

タ
ー
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
解

決
の
た
め
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
先
輩
・
後
輩
の
人

間
関
係
を
制
度
と
し
て
つ
く
り
上
げ

る
も
の
で
あ
り
、
業
務
上
の
指
示
・

命
令
を
行
う
直
属
の
上
司
以
外
の
先

輩
社
会
（
異
な
る
部
署
な
ど
）
を

メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
後
輩
社
員
の
仕

◆
女
性
管
理
職
を
増
や
し
た
い
。

◆
優
秀
な
女
性
社
員
に
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
。

◆
女
性
社
員
の
労
働
意
欲
を
高
め
た
い
。

◆
女
性
社
員
に
、
新
し
い
職
域
（
営
業
職
、
技
術
職
な
ど
）
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

◆
社
員
の
職
場
定
着
率
を
上
げ
た
い
。

◆
社
員
の
管
理
職
登
用
に
あ
た
っ
て
意
識
づ
け
な
ど
を
行
い
た
い
。

こんな時に活用

上司

指示・
命令

相談・
対話

社員

先輩社員
（メンター）

■関係のイメージ

ポジティブ・アクション普及促進
のためのシンボルマーク「きらら」

女
性
の
管
理
職
候
補
者
を
対
象
と
す
る

研
修
の
実
施
、
女
性
に
対
す
る
昇
進
・

昇
格
試
験
受
験
の
奨
励
、
昇
進
・
昇
格

基
準
の
明
確
化
等
の
取
組
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

事
上
の
相
談
な
ど
に
乗
る
こ
と
を
通
じ

て
、
課
題
解
決
や
行
動
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

こんな時に活用
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（
３
）フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

（
４
）テ
レ
ワ
ー
ク

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
は
、
仕

事
と
生
活
と
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
１
日
の
労
働
時
間

の
長
さ
を
固
定
的
に
定
め
ず
、
１
か

月
以
内
の
一
定
の
期
間
の
総
労
働
時

間
を
定
め
て
お
き
、
労
働
者
は
そ
の

総
労
働
時
間
の
範
囲
で
各
労
働
日
の

労
働
時
間
を
自
分
で
決
め
て
い
き
ま

す
。
一
般
的
な
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
は
、
１
日
の
労
働
時
間
帯
を
、
必

ず
勤
務
す
べ
き
時
間
帯
（
コ
ア
タ
イ

ム
）
と
、
そ
の
時
間
帯
の
中
で
あ
れ

ば
い
つ
出
社
ま
た
は
退
社
し
て
も
よ

い
時
間
帯（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
）

と
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。（
す
べ

て
の
時
間
帯
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ

ム
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
活
用
し
、
時
間
や
場

所
を
有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働

き
方
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
情

報
通
信
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

本
来
勤
務
す
る
場
所
か
ら
離
れ
、
自

宅
な
ど
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
等

に
出
勤
せ
ず
、
自
宅
で
勤
務
を
行
う

「
在
宅
勤
務
」、
移
動
中
の
交
通
機
関

◆
仕
事
と
合
わ
せ
て
育
児
や
介
護
な
ど
を
す
る
社
員
が
増
え
て
き
た
。

◆
業
務
時
間
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
し
た
い
。

◆
社
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
。

◆
遠
方
に
住
ん
で
い
る
優
秀
な
人
材
を
獲
得
し
た
い
。

◆
育
児
や
介
護
な
ど
を
機
に
退
職
し
て
し
ま
う
社
員
を
減
ら
し
た
い
。

◆
通
勤
費
用
や
オ
フ
ィ
ス
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
を
削
減
し
た
い
。

こんな時に活用

こんな時に活用

6:00　　9:00　　10:00　　　　12:00　13:00　　　　15:00　   17:00　   19:00

フレキシブル
タイム

選択により労
働することが
できる時間帯

フレキシブル
タイム

選択により労
働することが
できる時間帯

休
憩
時
間

コアタイム
労働しなけ
ればならな
い時間帯

コアタイム
労働しなけ
ればならな
い時間帯

自宅

オフィス

カフェなど サテライト
オフィス

会社の所定労働時間

■関係のイメージ

■フレックスタイム制度労働時間イメージ

の
中
や
カ
フ
ェ
な
ど
を
就
業
場
所
と
す

る
「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」、
所
属
す
る

オ
フ
ィ
ス
以
外
の
他
の
オ
フ
ィ
ス
や
遠

隔
勤
務
用
の
施
設
を
就
業
場
所
と
す
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
（
施
設

利
用
型
勤
務
）」
な
ど
の
形
態
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
、
所
属
す
る
オ
フ
ィ
ス
か
ら
離
れ

て
仕
事
を
行
う
た
め
、
始
業
・
終
業
時

刻
な
ど
労
働
時
間
の
管
理
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
適
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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12

3

5

4

愛
知
県
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
奨

励
・
支
援
す
る
た
め
、
登
録
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
企
業
は
、

「
愛
知
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

企
業
」
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
愛
知
県

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
マ
ー

ク
の
使
用
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、毎
年
、「
愛
知
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
」
の
中
か
ら
、
他

の
模
範
と
な
る
優
れ
た
取
組
を
実
施
し

て
い
る
企
業
を
愛
知
県
知
事
が
表
彰
し

て
い
ま
す
。

愛
知
県
で
は
、「
あ
い
ち
女
性
の
活

躍
促
進
会
議
」
に
お
い
て
採
択
し
た

「
あ
い
ち
女
性
の
活
躍
促
進
行
動
宣
言
」

女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
、
ト
ッ
プ

の
意
識
表
明
や
採
用
拡
大
、
職
域
拡

大
、育
成
、管
理
職
登
用
の
ほ
か
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
働

き
な
が
ら
育
児
・
介
護
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

企
業
等
を
「
あ
い
ち
女
性
輝
き
カ
ン
パ

ニ
ー
」
と
し
て
愛
知
県
が
認
証
す
る
こ

と
に
よ
り
、
働
く
場
に
お
け
る
女
性
の

「
定
着
」
と
「
活
躍
」
の
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
き
、
一
般

事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
策
定
し

た
旨
の
届
出
を
行
っ
た
企
業
の
う
ち
、

一
定
の
基
準
を
満
た
し
、
女
性
の
活
躍

推
進
に
関
す
る
状
況
等
が
優
良
な
企
業

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定
を
受

け
た
企
業
は
、
認
定
マ
ー
ク
（
え
る
ぼ

し
）
を
商
品
等
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定

し
た
企
業
の
う
ち
、
計
画
に
定
め
た
目

あ
い
ち

女
性
輝
き
カ
ン
パ
ニ
ー

認
証
制
度

愛
知
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業

登
録
制
度

女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
く
認
定
マ
ー
ク

「
え
る
ぼ
し
」

フレンドリー・マーク
くるみんマーク・

プラチナくるみんマーク認定マークえるぼしークえるぼし

あいち女性輝きカンパニー
ロゴマーク

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
女
性
の
活
躍
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
企
業
等
か
ら
の

「
女
性
の
活
躍
促
進
宣
言
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！
企
業
を
応
援
す
る
制
度

5
A N J O 
C I T Y

標
を
達
成
し
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
企
業
は
、
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
（
く
る
み
ん
認

定
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認

定
を
受
け
た
事
業
主
は
、
認
定
マ
ー
ク

（
く
る
み
ん
マ
ー
ク
）
を
商
品
等
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
く
る
み
ん
認
定
を
既
に
受
け
、

相
当
程
度
両
立
支
援
の
制
度
の
導
入
や

利
用
が
進
み
、
高
い
水
準
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
企
業
は
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る

み
ん
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶

❸❺

❹

く
る
み
ん
マ
ー
ク
・

プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん

マ
ー
ク

女
性
の
活
躍
促
進
宣
言

愛
知
県
や
国
で
は
、
次
の
よ
う
な
認
証
制
度
の
企
業
で
の
活
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

最高位
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が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
男
女
が
輝
く
職
場
づ
く
り

6

安
城
市
内
で
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
職
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

A N J O 
C I T Y

　碧海信用金庫は、職場の女性活躍に力を入
れており、特に育児等で一時的に職場を離れる
女性の復職などについての制度を充実させてい
ます。
　近年では結婚・出産等にかかわらず、ほとん
どの女性職員が働き続けるようになりました。
そのため、育児休業中の女性職員に向けた研修
の実施、またパソコンルームを開放し、当金庫
内の通達事項や業務上の変更事項などの情報
の確認ができるようにしています。さらに、そ
の際の託児費用を支給するなど、出産・育児期に一時的に職場を離れる女性職員に対し、積
極的に職場復帰に向けたサポート体制を設けています。
　また、職員のキャリアアップに対しても、入庫５年目、８年目の職員全員に「キャリア開
発研修」を実施し、性別にかかわらず長期的なキャリアプランの形成や、職域の拡大に向け
た意識づくり、業務スキル向上のための取り組みを進めています。
　さらに、男性職員も含めた働き方改革については、ワークライフバランスの実現のため、
男性の育児休暇の取得促進、定期的に女性職員や若手職員による意見交換の会議を開催する
など、職員のニーズを確認しながらその後の制度反映に努めています。
　職員にとってどのようなことが業務のモチベーションアップにつながるのか、キャリアアッ
プにはどのようなことが必要か、職場環境の整備を含めて改善を続け、男女双方にとって働
きやすい職場づくりに取り組んでいます。

◆ 業種：金融業
◆ 職員数：1,450 名
◆ 男女比率：男性 56.7％　女性 43.3％
◆ 女性管理職比率：4.3％　　

碧海信用金庫
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　アンデン株式会社は、自動車部品製造業という業種から、生産職
場の大部分が男性社員で、女性社員は事務職場で多数活躍していま
す。しかし、近年では生産職の女性の入社も多く、また、これまで
女性が少なかった技術職などの職域においても女性の採用を積極的に進めています。
　出産等に関わらず女性社員はほぼ100％が育児休業を取得して働き続けており、育児休業は3年間取
得可能となっています。
　復職後の女性は子育てとの両立で時間的な制約が出ていますが、むしろ時間内の業務効率が高まる良
い面もみられています。
　製造業における女性の活躍は進みにくいと言われますが、そのような中、男性も含めた長時間労働の是
正やワーク・ライフ・バランスの実現に取り組んでいく必要があるとの認識のもと、さらなる男女共同参
画の職場づくりに取り組んでいます。

　アサノ薬品株式会社では、男女それぞれのニーズに合った働き方
を採用しています。女性は家庭との両立のために勤務時間を短くし、
営業活動の範囲も会社から45分圏内のエリアとしています。
　比較的、お客様とのスケジュール調整が可能な仕事であるため、早く帰りたい日がある場合は他の日に
長く働くなど、時間の管理がしやすく、自由度も高い職場となっており、家庭の都合に合わせた柔軟な働
き方ができるようになっています。
　また、「置き薬」という地域密着型の事業展開を行っているため、お客様の家庭に寄り添ったサービス
が提供できるなど、女性が活躍しやすい分野となっています。
　営業成績は性別に関係なく、男性・女性で相互に良い相乗効果が生まれています。女性社員の働く目的
やモチベーションも様々であるため、個々の状況に応じた女性の活躍やキャリアアップを支援しています。

◆ 業種：製造業　　◆ 社員数：1,700 人
◆ 男女比率：男性 81.1％　女性 18.9％
◆ 女性管理職比率：0.0％

◆ 業種：卸売業、小売業　　◆ 社員数：19名
◆ 男女比率：男性 47.4％　女性 52.6％
◆ 女性管理職比率：50.0％

アンデン株式会社

アサノ薬品株式会社
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　株式会社 キャッチネットワークでは、目指す姿に「社
員が男女の別なく定年まで成長し続け、活躍し続けられ
る会社」を掲げています。
　従来の「ワーク・ライフ・バランス」という考え方は、
限られた時間を「ワーク（仕事）」と「ライフ（個人の生活）」にどのように割り振っていくか、というも
のでしたが、これからは「ワーク」と「ライフ」の好循環による「ワーク・ライフ・シナジー」が重要に
なるという考え方に基づいて、働き方改革に取り組んでいます。
　個人の成長の元には、生活の充実と仕事のレベルアップの両方がなければならず、これらが連動するこ
とで、新たな気づき・価値創造が生み出されることとなります。そのため、職場では業務効率化（フリーア
ドレスやテレワークの推進、フレックスタイムの適用部署拡大など）や、各種研修制度の充実、男性の育児
休業の取得促進などに取り組み、生産性の向上につなげています。
　2016年には、テレワークに積極的に取り組んでいる企業を総務省が認定する「テレワーク先駆者百選」
に選ばれました。
　取組を通じて、男性社員の育児休暇・休業の取得実績も高まり、残業時間も削減されるなど、成果が
みられるようになっています。

◆ 業種：有線テレビジョン放送事業 電気通信事業　等
◆ 社員数：131名（他、契約社員51名） 
◆ 男女比率：男性68％　女性 32％ 
◆ 女性管理職比率：6％

株式会社 キャッチネットワーク

■従業員の育児休暇等の取得状況

■残業時間の推移

2012年度 2013年度
1

（名）

1

2

2

7

3

2014年度 2015年度 2016年度 2018年1月時点

7
6
5
4
3
2
1
0

男性

女性

45

40

35

30

25

20

15

10
2014年度

41.5

31.2
26.1

2015年度

10H

5H

2016年度

（時間）
減少した残業手当
に対しては

特別支給金・昇給
（ベア）で補填
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考
え
て
み
よ
う
！
身
近
な
「
男
女
共
同
参
画
」

7
A N J O 
C I T Y

働き方の改革と男性の家庭参画
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